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‭NPO法人として2年度目を迎えたRCA‬

‭特定非営利活動法人　緑園都市コミュニティ協会（RCA）‬

‭理事長　　見　瀬　賢　悟‬

‭　会員の皆様には、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃からRCAの活動にご理解とご協‬

‭力をいただき、心より感謝申し上げます。‬

‭　RCAは、特定非営利活動法人（NPO）として認可されてから一年が経過し、緑園地域の再開発の理念‬

‭である「自治会とRCAの協力による街の発展」を基にしつつも、独立した活動を進めることになりました。‬

‭NPOの規定により、RCAは住民参加型の総代制（自治会班長が兼任）から、正会員による総会制へ移‬

‭行ましたが、従来の権利関係には変更がありません。‬

‭　RCAは設立時の目標である「相鉄依存の街づくり」から「住民主体の街づくり」へとシフトし、緑園地区‬

‭の資産価値の維持・向上を目指す「街づくり組織」としての役割を再確認し、今後の活動に反映させてい‬

‭きます。昨年度は体制変更に伴う会費徴収の変更や、クラブハウスの単独運営に向けて、DX化に注力‬

‭してきました。‬

‭●‬ ‭会費徴収システムにオンライン決済を導入し、2025年度以降の継続徴収でも、都度人力ではなく銀‬

‭行口座からの自動引き落としやクレジットカード決済が可能となりました。これにより、会員の皆様の‬

‭手間と事務処理が大幅に削減されました。なお、従来通りの銀行振込や現金での納入にも対応し、‬

‭スムーズな移行を目指しています。‬

‭●‬ ‭クラブハウスはRCAの単独運営となったため、予約方法を刷新し、PCやスマートフォンから24時間リ‬

‭アルタイムで予約が可能となりました。人的対応を必要としないスムーズな予約が実現し、利用者の‬

‭利便性が大幅に向上しました。‬

‭●‬ ‭DXした各種手続きの窓口として、また、RCAの活動状況を発信するために新たにNPO法人RCAの‬

‭ホームページを立ち上げました。各種手続きの自動化を進め、今後コンテンツを充実させていく予定‬

‭です。‬

‭●‬ ‭事務所の移転準備‬

‭6月から緑園交番向かいのボヌール緑園都市に移転します。相鉄グループのご厚意で前事務所と‬

‭同一条件で提供いただけました。新しい場所は分かりやすくなり、利便性が大幅に向上します。‬

‭　今年度は“安全安心なまち緑園、緑豊かな緑園”の維持発展を基盤として、以下に注力したいと考え‬

‭ています。‬

‭●‬ ‭安全安心面では、相鉄企業（コンフォート24）が緑園地区に対し、他の警備会社にはない巡回警備‬

‭やRCA割引を継続いただいており、協業を継続します。RCA防犯カメラの維持管理もお願いしていま‬

‭すが、最近、自動車盗の増加が見られ、防犯カメラの映像を活用して対策を協議していきます。‬

‭●‬ ‭緑化推進面では、シンボルとしての「四季の径」を中心とした緑化活動を、各種団体との協業で大き‬

‭な成果を上げています。さらに、緑化を通じた地域コミュニティを広げていきます。‬

‭●‬ ‭”住まいのまちなみ受賞”を契機に参加した「すまいのまちなみネットワーク」を活用し、関連団体との‬

‭情報交換を進め、成果を地域に還元したいと考えています。‬

‭●‬ ‭街の資産の再発見と活用では。昨年“建築界のノーベル賞” と呼ばれるプリツカー賞を受賞した山本‬

‭理顕先生の建物が数多くあることも、緑園都市の大きな魅力です。広報活動と連動して緑園を訪れ‬

‭る価値を高めていきたいと考えています。‬

‭　緑園のまちづくりは、我々住民が協働して行うものです。今後とも皆様のご支援とご協力を心よりお待‬

‭ち申し上げております。‬

‭以上‬
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‭第１号議案　２０２４年度活動報告について　‬

‭Ⅰ.理事会と主要活動総括‬

‭　2024年度RCAの活動は、従来からの活動に加え、RCA内はもとよりまちづくりに関わる各種関係団‬

‭体等との意見交換・検討会等を実施し、活動を進めてきました。‬

‭　以下主だった検討会等の状況と、議論等を踏まえ昨年度重点的に活動した事項等について報告い‬

‭たします。‬

‭１．各種検討会等‬

‭（１）理事会‬

‭毎‬‭月‬‭第‬‭三‬‭土‬‭曜‬‭日‬‭に、‬‭理‬‭事、‬‭監‬‭事、‬‭事‬‭務‬‭局‬‭が‬‭出‬‭席‬‭し、‬‭各‬‭専‬‭門‬‭委‬‭員‬‭会‬‭等‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭活‬‭動‬‭報‬‭告‬‭や‬‭各‬‭事‬‭業‬‭計‬‭画、‬

‭予算執行等の審議を実施しています。理事会での報告、審議内容については、議事録を作成し、適宜‬

‭各丁目選出理事を通して各丁目自治会等へ展開共有しています。‬

‭　ZOOM活用による各理事リモート参加の併用により、毎月開催実施することができました。‬

‭（２）専門委員会及びＷＧ検討会の開催‬

‭　RCA内の各専門委員会で個別の活動計画策定や企画実行推進のための会合を適宜実施しました。‬

‭　RCA全体に関わる検討課題等については、ワーキンググループ（WG）検討会を結成し、理事会にか‬

‭ける事前検討会として毎月開催実施しました。‬

‭（３）相鉄グループ及び大学との連携‬

‭　今年度も隔月第二月曜日に、相鉄グループとRCAの定例意見交換会を実施しました。西小後利用や‬

‭駅前活性化の取り組みなど、より良いまちづくりのために、今後の活動に反映するため、相鉄グループ‬

‭の事例を紹介していただきました。‬

‭　今年度は國學院大學の学生がRCAとまちづくりを卒業研究のテーマに取り上げてくれました。各種情‬

‭報提供やフェリス文化祭のRCAブースでの住民アンケート実施などに協力しました。‬

‭　横浜市大とは、斎藤教授が各種諮問委員などで多忙のため、今年度の活動はありませんでしたが、‬

‭次年度はRCAの新たな活動に向けてアドバイスをいただく予定です。‬

‭　また、相鉄不動産の紹介で、大和ハウス工業㈱リブネスタウン事業推進部と打合せを行いました。目‬

‭的は、日本版HOAの代表事例であるRCAの実際の活動を理解し先方の「再耕活動」のヒントにする事‬

‭とのことでした。「再耕活動」とは、少子高齢化や人口減少、空き家問題という社会課題に直面する中‬

‭で、過去に開発した郊外型住宅団地（ネオポリス）を再活性化する事業との事です。例として、2024年‬

‭に第19回“すまいのまちなみ優秀賞”を受賞した“上郷ネオポリス（神奈川県横浜市）”でのコンビニを‬

‭併設したコミュニティ拠点「野七里テラス」を紹介いただきました。今後住民中心の活動に移行する参‬

‭考にしたいとのことで、大変有意義な意見交換ができました。次年度の活動として“上郷ネオポリス”に‬

‭訪問して理解を深め、継続的な関係を構築したいと考えています。‬

‭　‬
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‭２．緑園都市駅前の活性化プロジェクト活動報告‬

‭（１）既存店舗の活性化活動報告‬

‭　今年度も継続して既存店舗とフェリス祭でのプロモーション販売等を実施しました。相鉄グループとも情報交‬

‭換を行ってきましたが、緑園地域の状況は厳しく、撤退するお店が増加する一方、空きスペースも埋ならない‬

‭状況がつづいています。定例会議で緑園地域に限定せず沿線活性化の視点で検討を続けていきます。‬

‭（２）駅前緑化推進へ向けた取り組み‬

‭緑‬‭園‬‭都‬‭市‬‭駅‬‭は‬‭ま‬‭さ‬‭に‬‭緑‬‭園‬‭の‬‭玄‬‭関‬‭口‬‭で‬‭す。‬‭そ‬‭の‬‭玄‬‭関‬‭口‬‭を‬‭い‬‭つ‬‭も‬‭緑‬‭と‬‭花‬‭で‬‭あ‬‭ふ‬‭れ‬‭る‬‭ま‬‭ち‬‭に‬‭し‬‭よ‬‭う‬‭と‬‭い‬‭う‬‭趣‬

‭旨のもと、緑化推進委員会が「緑園花と緑の会」を住民から会員を募り2020年6月より活動を開始しま‬

‭した。‬

‭　会の活動は5年目を迎え、駅周辺プランターの管理、植栽桝剪定・除草・清掃作業のほか、駅東口／‬

‭西口花壇の管理、駅東口／西口ロータリー花壇の管理、チガヤの撲滅、店舗／交番周りへのプラン‬

‭ター新設・建物横スペースへの花の植え付け・管理等、活動の幅を広げ、継続的に活動を行っていま‬

‭す。‬

‭３．横浜市立緑園西小学校の後利用‬

‭　現状は横浜市は2023/11/14～17でサウンディング型市場調査を実施し2024/2/21に結果を公開さ‬

‭れています。本調査結果を基に地域との情報共有を進め、公募に向けた検討を行う予定とのことです‬

‭が、現時点で予定は決まっていません。‬

‭https://www.city.yokohama.lg.jp/izumi/kurashi/machizukuri_kankyo/machizukuri/kyuryokuennisisho.files/0008_20240221.pdf‬

‭　提案内容概要は①集合住宅や戸建住宅に関する提案（4事業‬

‭者）、②私立中学・高校に関する提案（2事業者）、③農業と福祉‬

‭に関する提案（１事業者）となりました。緑園地域は大部分が第１‬

‭種低層住宅専用地域ですが、2024/5/24に横浜市は第1種から‬

‭第2種等への用途地域変更を告示し、図の薄緑の部分外周道路‬

‭周辺が対象です。“宅地内の大きな道路沿いを第１種低層住居‬

‭専用地域から第２種低層住居専用地域に見直すことにより、日用‬

‭品店舗や喫茶店などの独立した店舗の建築が可能となる”ことが‬

‭目的です。‬

‭　これを受け、早速長年空き地だった緑園3丁目にローソンが開‬

‭店しました。今回西小跡地は変更対象外でしたが、このような見‬

‭直しが進めば様々な後利用が可能となると思います。今後も情報‬

‭収集に努め、関係機関と協議を行っていくつもりです。‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬ ‭変更後の用途地域図‬
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‭４．緑園クラブハウス運用者変更‬
‭2025‬‭年‬‭度‬‭よ‬‭り、‬‭緑‬‭園‬‭ク‬‭ラ‬‭ブ‬‭ハ‬‭ウ‬‭ス‬‭施‬‭設‬‭の‬‭運‬‭営‬‭が‬‭緑‬‭園‬‭連‬‭合‬‭自‬‭治‬‭会‬‭と‬‭共‬‭同‬‭運‬‭営‬‭か‬‭ら‬‭RCA‬‭単‬‭独‬

‭に変更になりました。利用者の利便性向上と運営コスト削減のため、下記の通り予約方‬

‭法と鍵の貸し出し方法を刷新いたしました。‬

‭●‬ ‭新しいWeb予約システムを導入‬‭：ご自宅PCやスマートフォンから24時間いつでも‬

‭予約が可能です。‬

‭○‬ ‭詳細は　‬‭https://rca-yokohama.org/clubhouse‬

‭予約システムの紹介‬

‭　　緑園都市コミュニティ協会（ＲＣＡ）ホームページ　　　　　　　‬‭https://rca-yokohama.org‬‭　‬‭　　‬

‭●‬ ‭鍵の長期貸し出し‬‭：年間予約登録の団体様にはご希望に応じて年間単位で鍵をお‬

‭貸ししています。‬
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‭５．RCA事務局移転のお知らせ‬

‭　このたび、RCA事務局は下記の通り事務所を移転することとなりましたので、ご案内申‬

‭し上げます。2025年6月1日より、新事務所にて業務を開始いたします。‬

‭【旧事務所】‬ ‭〒245-0002‬

‭横浜市泉区緑園1-1-10 コンフォート24内‬

‭【新事務所‬ ‭〒245-0002‬

‭横浜市泉区緑園1-1-1 ボヌール緑園101 （交番の向かい側）‬

‭※電話番号（045-812-8307）およびメールアドレス（r-c-a@rca-yokohama.org）に変更‬

‭はございません。‬
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‭Ⅱ．取り組んだ活動について‬

‭１.快適で安全な居住環境の維持・創造に関する活動‬

‭≪　緑化推進活動　≫‬

‭　緑化推進活動として「‬‭私たちの街を緑と花のあふれる街にしましょう！‬‭」を合言葉‬

‭に下記の活動を推進致しました。‬

‭　駅前活性化プロジェクトの一環として「緑園花と緑の会」は５年目を迎えました。‬

‭（１）「花壇の維持管理（年間）」と「花の植替え活動」の推進‬

‭　地域のメイン通りや共用施設にある花壇とプランターに花苗の提供と支援を行いました。‬

‭①四季の径遊歩道の花壇‬ ‭：RCA緑園花と緑の会及び有志による植替え（春、秋）と水やり（年間）‬

‭②駅前東・西花壇及びプランター‬ ‭：RCA緑園花と緑の会による植替え・水やり(年間)‬

‭③集会施設花壇‬ ‭：緑友会による自治会館・クラブハウス花壇植替え（春､秋）‬

‭④駅東口・西口ロータリー‬ ‭：RCA緑園花と緑の会による植替え・水やり・除草・剪定（年間）‬

‭⑤駅周辺店舗周り植え込みスペース及びプランター‬

‭：RCA緑園花と緑の会による植替え・水やり・除草・剪定（年間）‬

‭　　　　　自治会館花壇（春）　　　　　　　　クラブハウス花壇（春）　　　　　　　　　四季の径花壇（秋）‬

‭（２）「花の頒布会」の開催（ 緑園学園交流広場 ）‬

‭　開催案内チラシを地域住民に回覧、各自治会掲示板への掲示にご協力いただき、春・秋の２回開催‬

‭しました。‬

‭① 春の頒布会（2024年6月1日）‬

‭・緑園学園交流広場で開催‬

‭・来場者：158世帯、頒布数：2,298株‬

‭・小学生以下来場者にチューリップ・ひまわり等プレゼント‬

‭・緑園学園へ288株寄贈‬

‭・四季の径花壇へ120株、クラブハウス・自治会館花壇200株寄贈‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭② 秋の頒布会(2024年10月19日)‬

‭・緑園学園交流広場で開催‬

‭・来場者：165世帯、頒布数：2,297株‬

‭・小学生以下来場者にハロウィングッズ等プレゼント‬

‭・ハーブ＆多肉植物コーナー新設‬

‭・緑園学園へ288株寄贈‬

‭・四季の径花壇へ120株、クラブハウス・自治会館花壇200株寄贈‬
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‭　‬

‭　　　‬‭　      　       2024年春の花の頒布会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬‭　2024年秋の花の頒布会‬

‭　　　　　　　　　　グリーンバンクブース（春）　　　　　　　　　　　　　          新設のハーブ＆多肉植物コーナー（秋）‬

‭（３）グリーンバンク制度（花木のリサイクル）の推進（通年活動）‬

‭　住民のみなさまの家庭等で増やした花や球根あるいは不要になった樹木等を、必要な家庭に提‬

‭供するために、春と秋の花の頒布会でブースを設けたほほか、事務局開局日にお預かりして、必要‬

‭とする方に無償提供しました。‬

‭　春の花の頒布会では72株、秋の花の頒布会では32株が必要な家庭に提供されました。‬

‭（４）園芸用品の活用‬

‭①園芸道具の貸出し（通年）：希望の会員のご家庭に無料で貸出を行いました。‬

‭※道具の種類：高枝バサミ、芝刈り機、薬剤噴霧器、脚立、刈込バサミ、鋸、シャベル、草刈り機等。‬

‭②プランターの貸与（通年）：RCAオリジナルプランターの在庫分貸与と不要分の回収の受付を随時行‬

‭いました。‬

‭（５）「RCA緑園花と緑の会」発足から５年目の活動‬

‭　緑園都市駅前を花と緑で整備し、地域の玄関口の活性化を図ることを目的として、相模鉄道株式会‬

‭社様との覚書沿って策定した年間計画に基づき、2024年度会員16名で活動を行いました。‬

‭①駅東口／西口花壇の管理‬

‭②駅東口／西口ロータリー花壇の管理‬

‭③駅周辺プランターの管理‬

‭④駅周辺店舗周り植え込みスペースへの花の植え付け、プランター新設・管理‬

‭⑤植栽桝の剪定・除草‬

‭⑥チガヤの撲滅‬

‭⑦駅周辺の落ち葉等の清掃‬

‭（①～⑥は毎月第二金曜日に共同作業で実施、毎週月・水曜日は2名、土曜日（第二土曜日除く）‬

‭は6名交代の水やり・見回り作業）‬
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‭　　　　‬‭　　　　駅東口花壇（秋）　　　　　　　　　　　　　　　　駅西口タイムカプセル前（秋）　　　　‬‭　 清掃作業の様子‬

‭　　　‬‭駅周辺店舗横スペース（春）　　　　　　　　　　駅東口植栽桝剪定作業　　　　　　　　　駅交番前（春）‬

‭上記のほか、下記活動を行いました。‬

‭⑧相模鉄道駅員の皆様と駅周辺の共同作業を行いました。‬

‭⑨緑園都市駅周辺の改善を連携し取組み、駅東口／西口高木剪定が相模鉄道グループ様により‬

‭実施されました。‬

‭　　　　駅東口高木剪定　　                                      駅西口高木剪定‬

‭⑩緑園地域年末一斉清掃に参画しました。‬

‭⑪緑園都市緑化推進クラブの活動に参画しました。‬

‭（2025年2月「ハンギングバスケット研修会」に6名参加のほか広報紙により情報共有）‬

‭⑫2025年2月泉区役所「プロから学ぶ素敵な花壇づくり」講習会に3名参加‬

‭⑬年末に情報交換会を行いました。‬

‭⑭広報紙の発行と関係部門への情報提供を行いました。‬

‭・RCA緑園花と緑の会の活動状況の情報共有と活性化を図るため、広報紙「花と緑の会たより」を‬

‭毎月共同作業終了時に発行しています。2024年度は第44号～55号まで発行しました。‬

‭（配布先：相模鉄道株式会社営業部役務サービス課駅長様経由関係先、相鉄不動産株式会社、‬

‭東の街東花会、緑園都市緑化推進クラブ、RCA緑化推進委員会、緑園花と緑の会会員）‬
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‭（６）緑園都市緑化推進クラブの活動 ［2024年度の主な活動］‬

‭　 RCAが協賛している『緑園都市緑化推進クラブ』の活動を紹介します。‬

‭　『緑園都市緑化推進クラブ』は横浜市の地域緑のまちづくり事業“の助成金を活用し、四季の径を中‬

‭心とした緑園三丁目、四丁目、六丁目地域の緑化を2021年4月から3年間で総額約1,000万円の助成‬

‭を受け緑化をしました。‬

‭2024‬‭年‬‭度‬‭は‬‭四‬‭季‬‭の‬‭径‬‭（公‬‭有‬‭地）‬‭に‬‭設‬‭置‬‭し‬‭た‬‭プ‬‭ラ‬‭ン‬‭ター‬‭の‬‭花‬‭や‬‭地‬‭植‬‭え‬‭の‬‭植‬‭栽‬‭の‬‭維‬‭持‬‭管‬‭理‬‭を‬‭継‬‭続‬‭し‬‭て‬‭い‬

‭ます。なお、冬の花が無い時期にハンギングバスケット研修会を実施し、四季の径に飾り好評を受け‬

‭ています。‬

‭①四季の径に設置したプランターの花の植え替え・花芽摘み水やり‬

‭②四季の径　　冬ゾーン線路東側（相模鉄道株式会社様の敷地内）維持管理‬

‭③ハンギングバスケット講習会を実施し、四季の径やサンステージの玄関階段に置きました。‬
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‭※一部相鉄ローゼン裏の改修工事は補助金とは別に相鉄ビルマネジメント様にて実施されました。‬

‭≪　まちづくり・環境整備活動　≫‬

‭（１）安全・安心・温かいまちのために‬

‭　住民が安全で安心して暮らせる住宅地を実現するため、継続して下記の活動に取り‬

‭組みました。‬

‭①防犯カメラ10台の維持管理‬

‭・緑園都市駅　東口側　2階に設置‬ ‭2台‬

‭・緑園都市駅　西口側　2階に設置‬ ‭2台‬

‭・四季の径　歩道トンネル　脇に設置‬ ‭2台‬

‭・サンステージ西の街Ｄ駐車　脇に設置‬ ‭2台‬

‭・一丁目遊水地　に設置‬ ‭2台‬

‭※警察からの画像の協力要請に対しましては、「防犯カメラ等運用細則」に基づき対‬

‭応いたしました。‬

‭　　　　　　　緑園都市駅　東口　交番方面 　　　　　　　　 　　　　　　　緑園都市駅　東口　ローゼン方面‬

‭　　　　　　　緑園都市駅　西口　二丁目方面　　　　　　　　　　　　　　　緑園都市駅　西口　三丁目方面‬
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‭　　　　　　　一丁目遊水池　稲荷谷公園方向　　　　　　　　　　　　　　一丁目遊水池　　相鉄線路方向‬

‭　　　　　四季の径トンネル　　緑園都市駅方向　　　　　　　　　　　四季の径トンネル　　トンネル方向　‬

‭　　　　　　　　サンステージ　西の街駐車場　　　　　　　　　　　　　　　　　サンステージ西の街駐車場‬

‭　　　　　　　　　　（通学路　元西小方向）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（通学路　緑園学園方向）‬

‭（２）美しいまちのために‬

‭（環境整備）‬

‭①まちの顔（緑園都市駅前・四季の径）を美しく‬

‭・年末一斉清掃の実施‬

‭　2024年12月8日、緑園都市駅前西口周辺にて一斉清掃活動を実施いたしました。‬

‭　本活動は、連合自治会と緑園都市コミュニティ協会（RCA）の共催により行われ、地域の多くの団体‬

‭の皆さまにご参加いただきました。‬

‭　当日は、駅前広場、駅前通り、通学路を中心に広範囲にわたる清掃を行い、総勢約140名の参加者‬

‭により、約108袋分のごみを回収することができました。‬

‭　朝早くからご参加、ご協力いただきました皆さまに、心より感謝申し上げます。‬

‭　今後とも地域の美化活動へのご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。‬
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‭・「四季の径」の除草を実施‬

‭　遊歩道を気持ちよく歩けるよう、泉土木が行う年2回とは別に行政と調整のうえ、RCAが業者に委託‬

‭して夏場の8月に実施いたしました。‬

‭・四季の径　遊歩道安全確保‬

‭　　泉土木と連携を取り、歩道の補修を実施（緊急度を優先しアスファルト舗装を実施）‬
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‭・四季の径　相模鉄道フェンス側（３丁目側）のニッコウヒバ伐採‬

‭　　長年の懸案事項で有った成長しすぎたニッコウヒバを泉土木が伐採し、歩行の安全確保が出来‬

‭た。‬

‭　　　　（伐採本数５１本　2023年9月に計画図面を提出）‬

‭・四季の径　入り口に　『自転車はおりて通行』の標識を要望‬

‭　　歩行者の安全を確保できた。‬

‭② 地域グループの清掃・美化活動への協力・支援‬

‭　集会場花壇の管理や駅周辺道路の清掃活動をしている南・北緑友会を支援しました。‬

‭③「緑園まちづくりガイドライン（紳士協定）」‬

‭　遵守の協力依頼‬

‭　緑園の住環境・景観維持のための自主基‬

‭　準と（ガイドライン）の周知に努めました。‬

‭　　緑園住宅地の中で行われる新築・改築の‬

‭　際、建築主や業者にガイドラインの内容を説‬

‭　明し、協力を要請しました。‬

‭④「住まいのまちなみ賞」受賞に伴う活動‬

‭（広報活動、緑園学園交流、四季の径緑化推進）‬

‭　「住まいのまちなみ賞」の補助期間は終了しましたが、継続して“すまいのまちなみネットワーク会‬

‭員”として住宅生産振興財団の総会にも出席し、事務局、専門家、他地域の街づくり組織の皆様と情‬

‭報交換を行いました。‬
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‭■義務教育学校緑園学園との協業‬

‭　今年度も緑園学園3年生の総合学習の授業でRCAの活動について説明を行いました。3年目になり‬

‭ますが、さらに四季の径の緑化活動の体験として児童の手作り樹木銘板を作成し、1月に一緒に設置‬

‭しました。3月には子供たちが育てたマリーゴールドの種の授与式後、一緒に花の手入れ、水やりを行‬

‭いました。‬

‭　　　　　　三年生の手作り樹木銘板‬ ‭　　手入れの様子‬

‭　　　　　　　　　　  授業風景（１）‬ ‭　　　　　　授業風景（２）‬

‭■四季の径のQRコード付き樹木銘板維持管理‬

‭　約150カ所に設置しており、散歩中の皆様に大変好評です。‬
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‭■四季の径の花壇・プランター用　給水タンクを2か所に設置運用‬

‭　ボランティアの方々が水やり用の水を従来は須郷台公園から運んでいましたが、負担の軽減のため‬

‭に、泉土木事務所の申請許可を得て、2023年度に給水タンクを2か所に設置して、四季の径の植栽の‬

‭維持管理に活用していただいています。‬

‭　　　①四季の径　春ゾーン（六丁目45番付近）　　　　　　　②四季の径　秋ゾーン（六丁目2番付近）‬

‭２.会員相互の充実した交流を支援する活動‬‭　‬

‭≪　国際交流活動　≫‬‭　　　　　　　　　‬

‭　‬‭（1）トークサロンの開催‬

‭・各国からの留学生等を招き、トークサロンを開催し、地域住民との交流を促進しました。‬

‭・近年は、各国大使館関係者による講話も多く実施されており、各界から多くの聴講者が訪れ、活発‬

‭な交流が行われています。‬

‭・2024年度は、第157回から第161回まで、計5回開催しました。‬

‭（2）姉妹住宅地ラドバーンとの交流‬

‭・ラドバーンの小学校と緑園学園の児童・生徒による文通活動を支援しています。‬

‭・毎年、ラドバーン協会と年末年始にグリーティングカードの交換を行っています。‬

‭・両住宅地の四季折々の写真も定期的に交換しています。‬

‭・また、ラドバーン関係者の緑園訪問の際には、緑園を紹介するタウンツアーを実施しました。‬

‭（3）2025年度以降の運営体制について‬

‭・トークサロンの運営は「緑園国際交流委員会」が主体となり、その他の国際交流活動は「RCA国際‬

‭交流委員会」が中心となって推進してまいります。‬

‭《　広報活動　》‬

‭（１）「ＲＣＡだより」の発行‬

‭RCA‬‭の‬‭広‬‭報‬‭紙‬‭「‬‭RCA‬‭だ‬‭よ‬‭り」‬‭を‬‭2‬‭回‬‭発‬‭行‬‭し、‬‭全‬‭戸‬‭に‬‭配‬‭布‬‭す‬‭る‬‭と‬‭共‬‭に‬‭ホー‬‭ム・‬‭ペー‬‭ジ‬‭（緑‬‭え‬‭ん‬‭ネッ‬‭ト‬‭「Ｒ‬‭Ｃ‬‭Ａ‬

‭コーナー」）にも掲載し住民への周知に努めました。‬

‭　　・5月号‬ ‭：総会要約版 イベント案内他‬

‭　　・10月号‬ ‭：緑化推進委員会・花と緑の会活動、相模鉄道様連携活動、イベント案内他‬

‭（２）ホームページ、緑えんネットおよびＲＣＡコーナーの運営‬‭　　‬

‭・NPO法人RCA設立認可と合わせて新サイトを一般公開しました。‬

‭　‬‭https://rca-yokohama.org/‬

‭・ 緑園地域での各種行事予定、活動報告を緑えんネットに掲載致しました。‬

‭　‬‭http://www.ryokuen.gr.jp/‬

‭また、記事の掲載が簡単な、Facebook「緑園ネット」も活用致しました。‬

‭https://ja-jp.facebook.com/ryokuen.net/‬
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‭（３）緑園地域の広報活動‬

‭・イベント・行事のポスターを各丁目掲示板に掲示し、住民の皆様への周知を徹底。‬

‭・皆様からの街に関する各種「問い合わせ」に対し、判る範囲で回答、対応に努めました。‬

‭・RCAの各種活動について義務教育学校緑園学園（前期課程）へ訪問し、児童に向け紹介を実施しま‬

‭した。‬

‭（４）ＲＣＡの活動内容を紹介するための活動　‬

‭・今年度より教室が初めて変更となり、スペースがかなり減って‬

‭しまいましたが、パネル展示形式で活動紹介を行いました。‬

‭・RCA駅前活性化プロジェクト活動の一環として　数年前より進‬

‭めていた既存店舗活性化企画の成功例として「A.cafe×フェリ‬

‭ス・エコキャンパス研究会コラボメニュー開発」の後継としてコラ‬

‭ボメニューとして「ピスタチオとアプリコットのパウンドケーキ」‬

‭「チョコマーブルパウンドケーキ」をRCAブース前で販売し大盛況‬

‭でした。‬

‭《　青少年交流事業　》‬

‭青少年のスポーツ活動を通じて地域社会に貢献する「横浜ラービークラブ」の活動を支援しました。‬

‭「横浜ラービークラブ」は、以下の事業に取り組みました。‬

‭（１）地域のスポーツ振興および青少年の健全育成に資する事業‬

‭　① スポーツ交流事業‬

‭　　・「スポーツ文化クラブ」の運営協力‬

‭　　・緑園地区マラソン大会の運営協力‬

‭　　・緑園学園開放スポーツ交流会の企画・運営協力‬

‭　② 地域の青少年を対象とした野球大会の企画および実施‬

‭　③ 地域の青少年を対象とした少年野球の指導および啓発活動‬

‭　　・緑園学園にて「ティボール教室」を実施‬

‭　④ スポーツ指導者および審判員の派遣事業‬

‭　　・「横浜ラービークラブ杯野球大会」へ審判員を派遣‬

‭　⑤ 地域スポーツ施設の保全および管理事業‬

‭　　・緑園東公園の利用環境の整備・維持‬

‭　　・東花会による清掃活動への参加‬

‭　　・緑園学園の維持管理のための清掃活動を実施‬

‭（２）法人会員相互の親睦および地域青少年との交流を目的とした事業‬

‭① インターネットを活用した野球交流事業‬

‭　② 少年野球OBとの交流および親睦活動‬

‭《　子育て支援事業　》‬

‭　将来の緑園のまちを担う子どもたちの健やかな育成を目的として、緑園地域で子育‬

‭て支援活動を行っているグループの一つである「ピッコロひろば」の運営費用に対し、‬

‭支援を行いました。‬

‭　同団体は、子育て中の保護者とそのお子さんが、いつでも気軽に立ち寄り遊んだり、‬

‭友達をつくったり、子育ての悩みを相談できるような環境づくりに取り組んでいます。‬
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‭【活動内容】‬

‭　2024（令和6）年度は、安全面に配慮し、定員を6組14名に制限して運営しました。‬

‭　また、「ひろば」内での一時預かりの利用者が増加し、保護者の皆さまの多様な生活ニーズに応える‬

‭ことができました。‬

‭　利用者は、緑園一丁目から七丁目までの幅広い地域にわたり、親子連れに満遍なくご利用いただき‬

‭ました。‬

‭●‬ ‭開催曜日：月・水・木・金・（隔週）土曜日　10:00〜15:00‬

‭●‬ ‭開催日数：199日‬

‭●‬ ‭利用人数：2,466人‬

‭●‬ ‭利用組数：1,042組‬

‭《　イベント開催支援活動　》‬

‭　‬‭緑園地域における住民どうしの交流とコミュニティ形成の広がりを促進する目的で活動しているサー‬

‭クルに対し広報など側面からの支援や住民参加を対象に開催したイベント企画を支援しています。‬

‭　なお、2024年度は、下記の2大会の支援と後援をし交流を図っていただきました。‬

‭●‬ ‭緑園テニスクラブ主催「緑園テニス大会」‬

‭○‬ ‭2024年5月26日（日）‬

‭○‬ ‭相鉄遊水池グランドテニスコートにて‬

‭●‬ ‭緑園テニス同好会主催「緑園オープンテニス大会」‬

‭○‬ ‭2024年10月11日（金）‬

‭○‬ ‭相鉄遊水池グランドテニスコートにて‬

‭３．地域活動・行事への参画‬

‭（１）地域との交流‬

‭・地域活動団体支援として「緑園サロン」、「緑園地区シニアクラブ連合会」活動を支援。‬

‭・緑園サロン：‬

‭　2024年度は、以下のようなイベントを開催し、多くの利用者の皆様にご参加いただきました。‬

‭●‬ ‭5月24日（金）には『サザビー』でのランチ＆サロンを実施しました。‬

‭●‬ ‭9月12日（木）にはヤクルト株式会社による「腸の健康と乳酸菌の働き」についての講話が行‬

‭われました。‬

‭●‬ ‭10月25日（金）には『にっこ音楽団』による口腔体操と歌唱の時間を楽しみました。‬

‭●‬ ‭11月22日（金）には『せんざん弥生台店』にてお食事会を開催しました。‬

‭●‬ ‭12月12日（木）には、年内最後のサロンとしてクリスマス会を行い、多くの利用者の皆様にご‬

‭参加いただきました。‬

‭●‬ ‭2025年1月9日（木）には、新年会として恒例の『お琴演奏会』の後、懐かしいお正月遊びを楽し‬

‭みました。‬

‭●‬ ‭2025年2月13日（木）には『サロン寄席』として落語会を開催し、二つ目の雷門音助さんと、前‬

‭座の三遊亭げん馬さんにご出演いただき、落語を披露していただきました。‬

‭●‬ ‭2025‬‭年‬‭3‬‭月‬‭6‬‭日‬‭（木）‬‭に‬‭は‬‭『な‬‭え‬‭ば‬‭保‬‭育‬‭園‬ ‭卒‬‭園‬‭児‬‭を‬‭送‬‭る‬‭会』‬‭を‬‭開‬‭催‬‭し、‬‭恒‬‭例‬‭の‬‭利‬‭用‬‭者‬‭と‬‭卒‬‭園‬‭児‬

‭の交流を楽しみました。‬

‭　なお、昨年は交流センターの年末大掃除の日と開催日が重なった関係で、例年より開催日が1日少‬

‭なくなり、年間で22回の開催、延べ利用者数は269名となりました。‬
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‭（２）緑園会館運営委員会の解散‬

‭・緑園会館運営委員会は2025年3月31日解散し、クラブハウスはRCA単独運営となりました。‬

‭Ⅲ．役　　員　　１３名‬‭　　　‬

‭理事長‬ ‭見瀬 賢悟‬ ‭NPO法人化プロジェクト担当、（国際交流担当）‬

‭副理事長‬ ‭加藤 統久‬
‭まちづくり委員会委員長‬

‭広報委員会、環境整備委員会、NPO法人化プロジェクト担当‬

‭副理事長‬

‭会計担当理事‬
‭田口 明‬ ‭環境整備委員会委員長、会館運営担当‬

‭会計担当理事‬ ‭清水 幹雄‬ ‭まちづくり委員会担当‬

‭総務担当理事‬ ‭川畑順一郎‬ ‭緑化推進委員会委員長‬

‭総務担当理事‬ ‭菱田 豊彦‬ ‭環境整備委員会担当‬

‭理 事‬ ‭嶋本 吉春‬ ‭環境整備委員会担当‬

‭理 事‬ ‭杉本 翔‬ ‭広報委員会担当‬

‭理 事‬ ‭橋本 明大‬ ‭広報委員会委員長、まちづくり委員会担当‬

‭理 事‬ ‭浅野 淳一郎‬‭緑化推進委員会、まちづくり委員会、NPO法人化プロジェクト担当‬

‭理 事‬ ‭木村 宣義‬ ‭広報委員会担当、緑化推進委員会担当‬

‭監 事‬ ‭阪口 知弘‬

‭監 事‬ ‭木曽 英貴‬
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‭第２号議案　２０２４年度決算報告および監査報告について‬
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‭第３号議案　２０２５年度活動方針（案）について‬

‭１．ＲＣＡの組織運営‬

‭　2024年4月に新生RCAはNPO法人として法人格を取得しました。NPOの一般規定をふまえ、活動内‬

‭容は以下のようになっています。‬

‭●‬ ‭権利関係の継承について‬

‭これまでのRCAの権利関係はすべて継承され、変更はありません。‬

‭●‬ ‭住民参加型の‬‭総代制‬‭から正会員による‬‭総会制‬‭への変更について‬

‭　これまでの住民参加型の総代制（自治会班長が兼任）から、正会員による総会制へと変更されま‬

‭す。また、会員資格に関しても、これまでの「緑園居住者のみ」という条件が撤廃され、緑園地域を対‬

‭象とした活動内容に賛同いただける方であれば、誰でも会員になることが可能です。なお、会員には‬

‭総会の議決権の有無により正会員と一般会員に分かれています。‬

‭●‬ ‭会費徴収の見直し‬

‭　‬‭入会手続きや会費徴収については、これまでのように自治会を経由せず、RCAが直接住民に依頼‬

‭する形に変更します。具体的には従来方式に加え、オンライン決済システムも運用を開始しました。詳‬

‭細はRCAホームページ(https://rca-yokohama.org)をご確認ください。‬

‭●‬ ‭組織運営の変更について‬

‭　‬‭組織運営は、緑園地域設立当初の「自治会とRCAの両輪で地域を発展させる」というコンセプトか‬

‭ら、今後はそれぞれの団体が独立して活動することになりましたが、今後とも、皆様のご理解とご協力‬

‭をよろしくお願いします。‬

‭　運営方式はマンションの管理組合等と同じく、最上位の意思決定機関である総会で、正会員に選任‬

‭された役員（理事及び監事）によって運営されます。実施の業務は定例会議で検討されます。‬

‭２．まちづくり事業‬

‭(1)良好な住環境の維持‬

‭　「すまいのまちなみ賞」の補助は終了しましたが、まちなみネットワークや横浜市大、相鉄グループ‬

‭等、街づくり活動を実践している団体との情報共有を継続したいと思います。また、NPO法人として新た‬

‭な活動の体制と内容の検討を進めます。‬

‭(2)緑園都市の活性化‬

‭　駅前に限らず、緑園都地域の活性化は、枠組みを広げ、住民各層を巻き込んだ本格的な活動への‬

‭道筋をつけたいと考えています。具体的には、緑園も少子高齢化の影響を免れません。このため、点‬

‭から線へ、線から面へと活動を増やさなければ、緑園単独での活性化には限界が来ると考えていま‬

‭す。定例連絡会を通じて相鉄グループと連携し、沿線活性化の観点から緑園の活性化を進めたいと思‬

‭います。‬

‭３．緑化推進事業‬

‭（１）RCAのまちづくりの一環として多くの住民が利用する緑園都市駅周辺・集会施設などに花を植え、‬

‭街の景観形成に役立たせます。‬

‭（２）美しい街並み維持のため、各家庭の玄関や庭先に花を植えることを目的に「花の頒布会」を春と‬

‭秋の年2回開催します。‬

‭（３）各種園芸用品、RCAオリジナルプランター等を無償で貸し出すとともに、その活用促進を図ります。‬
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‭（４）駅前活性化プロジェクトの一環として「緑園花と緑の会」の活動を推進し、地域住民や関係諸団体‬

‭とともに活性化を図ります。さらに、地域緑のまちづくり活動として緑園都市緑化推進クラブを支援し協‬

‭業していきます。‬

‭（５）グリーンバンク制度（花木のリサイクル）の推進‬

‭　春・秋の「花の頒布会」時及び月・水・金の事務局開館時「緑のリサイクル活動」を推進します。‬

‭４．環境整備事業‬

‭（１）防犯カメラの情報提供と維持管理（合計10台）‬

‭・‬‭神‬‭奈‬‭川‬‭県‬‭警‬‭お‬‭よ‬‭び‬‭泉‬‭警‬‭察‬‭等‬‭関‬‭係‬‭部‬‭署‬‭に‬‭協‬‭力‬‭し、‬‭防‬‭犯‬‭の‬‭抑‬‭止‬‭力‬‭アッ‬‭プ‬‭と‬‭事‬‭件‬‭解‬‭決‬‭に‬‭協‬‭力‬‭を‬‭し‬‭て‬‭ま‬‭い‬‭り‬

‭　　ます。‬

‭（２）四季の径の除草を横浜市泉土木事務所と連携し、昨年に続き夏場に実施します。‬

‭※泉土木事務所は春と秋に実施する予定‬

‭（３）横浜市の補助事業団体『緑園都市緑化推進クラブ』と連携し、引き続き四季の径を中心とした緑化‬

‭推進をします。‬

‭（４）四季の径にQRコード付きの樹木銘板（累計設置約150箇所）の維持管理を行い、住民の皆様から‬

‭愛される遊歩道にします。‬

‭（５）緑園全体の一斉清掃活動を実施します。‬

‭（６）緑園クラブハウスの維持管理をします。‬

‭５．国際交流‬

‭（1）姉妹住宅地であるラドバーンとの交流を一層深めるため、これまで実施してきた緑園学園とラド‬

‭バーン小学校との文通交流や、両地域間での四季折々の写真交換を継続するとともに、今年度は大‬

‭学との連携強化の可能性をさらに探り、交流イベントの充実に重点を置いてまいります。新たな試みと‬

‭して、互いの文化や生活についてより深く理解し合う機会を創出し、交流の「量」と「質」の両面で更な‬

‭る向上を目指します。‬

‭（2）地域の大学、住民、各国公館等のご協力を得ながら、外国人によるトークサロンの企画・開催を通‬

‭じ、緑園地域を中心とした国際交流の促進に引き続き取り組んでまいります。なお、トークサロンの運‬

‭営・実施は、外部グループ化された「緑園国際交流委員会」が担っております。‬

‭　‬

‭６．広報活動‬

‭(1)RCAの活動内容やまちづくりの観点で住民にとって有益となる情報発信につとめ、「RCAだより」を‬

‭発行します。‬

‭(2)一般公開した新RCAサイト、現「緑えんネット」も含め、地域各種団体等と連携した、住民のための‬

‭地域情報共有基盤を維持管理します。‬

‭(3)RCAの活動内容を紹介するための活動として、フェリス女学院大学の学園祭へブースを出店し、活‬

‭動紹介を行います。‬
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‭７．地域交流等その他の事業‬

‭（１）連合自治会と緑園地区の課題と対応について継続協議を行います。‬

‭（２）子育て世代が暮らしやすい環境整備のため、子育て支援策を実施します。‬

‭（３）緑園学園と地域との交流を促進するため、各種イベントを実施します。‬

‭（４）青少年の健全な育成のため、地域青少年団体への支援を通じて交流機会を充実させます。‬

‭（５）住民向け企画イベントへの支援を行います。‬

‭（６）シニアグループの活動を支援します。‬

‭（７）地域の集会施設（クラブハウス）の維持管理に努め、利用サービスを運営します。‬

‭（８）フェリス女学院大学との各種交流を継続します。‬
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‭第４号議案　２０２５年度予算（案）について‬
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‭第５号議案　　２０２５年度役員の選任（案）について‬

‭RCA役員を新たに下記の通り選任致したい。‬

‭『理事候補』‬

‭　嶋本　吉春‬

‭　橋本　明大‬

‭　浅野　淳一郎‬

‭　加藤　統久‬

‭　木村　宣義‬

‭　田口　明‬

‭　山中　麻由美‬

‭　木村　秀貴‬

‭　山畑　琴美‬

‭『監事候補』‬

‭　木曽　英貴‬

‭　見瀬　賢悟‬
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‭（添付資料１）‬

‭・特定非営利活動法人緑園都市コミュニティ協会定款‬
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‭（添付資料２)‬

‭・令和6年度「緑園会館運営委員会」決算書‬
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‭（添付資料３）‬

‭・令和6年度　緑園自治会館、クラブハウス修繕積立金会計報告‬
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‭(添付資料４)‬
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